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いよいよ4月。会社や学校で山のようにレ

ポートを書かされるうれし涙の年度始めだ。

ちんぷんかんぷんのテーマを投げられた。さ

あどうする。資料なんてろくに見当も付か

ない。図書館で探すにしてもどこにあるのや

ら。だからネットで検索すればいい……。こ

こまでは常識だ。でも、キーワードを検索

してそれらしいEテキストを拾い、切り貼り

して出来上がり。そういう小手先の使い方

はもうよそう。きちんと「基礎資料を探し」、

「文献を読み」、「密度の高い議論を重ねる」

という美しいやりかたもある。確かに本格資

料は手ごわい。専門家は忙しい。だがそう

いうルートを探せるのもネットだ。調べもの

の王道を行くには、さてどうすれば？

突然上司に呼ばれたカズ君。「キミは学校

で社会学専攻してたんやったな」「はあ」

「オートポイエーシスっちゅうのはなんや」

「……知りません」聞いたような聞かないよ

うな。「ドイツ本社のお偉いさんが来るやろ。

社会システム論やらそのオートポイエーシス

がどうしたいうて、いっつも話すんやて」

「あの博士号持ってる人ですか」「そや。キ

ミ、うちの社長が恥かかんよう資料集めて

説明してんか。レセプションあるさかい。昇

進かかっとるで」

社会システム論。オートポイエーシス。う

ーむ、全然わからない。だがなんとかせね

ば。確立された学問分野なら、とりあえず

ディレクトリー型の検索サイトを試してみよ

う。あらかじめリソースが領域別に分類さ

れている。特にこういう学術理論系のリソ

ースにはYahoo!が強いという定評がある。

まずYahoo!に行く。いつもならすぐ検索

するところだが、トップページの中ほどに

「芸術と人文」、「コンピュータとインターネ

ット」などのカテゴリーリストがある。ここ

から「社会学」を選んでたどってみよう。

「社会システム論」が7本ある。Yahoo!の

カテゴリーリストを眺めるときは、「リンク

集と総合情報」が6本あるな、ということ

も気に留めておこう。多数の関連サイトを

ひとまとめにリンクして紹介するゲートサイ

トがここに置かれる。分野を垂直に降りる

入り口、いわゆるヴォータルだ。ときに強い

手がかりになる。

第5回

インターネットの中

に潜む膨大な情報

たち。そこから欲し

いものを見つけ出

して活用するには、

もはや1検索サイトだけでは役に立たない。ネットの海を自在に泳ぎ、必要

な情報をすぐ取り出し活用する、そんな「ネットエスパー」に変

身すればインターネットの利用価値は無限大になる。この連

載で「ネットエスパー」に変身するスタートを切ろう！

二木麻里（ARIADNE運営） ariadne.ne.jp

目指せ！ネットエスパー

ディレクトリー：コンピュータの世界で、ディスクなどにあるファイルを管理するための仕組み。ツリー構造をしたディレクトリーによってファイルが階層的に管理されてい
る。検索サイトにおいてサイトをカテゴリーごとに分類、整理する方式を、ロボット収集型のサイトに対してディレクトリー形式と呼ぶことも多い。

Yahoo!では、各カテゴリーリストの「リンク集と総合情
報」に注目。

Illust : Ebisu Yoshikazu

本格派レポートの資料を探す

Yahoo! JAPAN
www.yahoo.co.jp
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さて「社会システム論」のリスト内容を

ざっと見てみる。社会学的リスク研究、カ

リキュラム理論、ベルクソン研究、ルーマ

ン、シュタイナー、○○研究室……。うー

ん困った。どれを選んでいいのかわからない。

ここが専門リソースのネックだ。

このとき道は3つある。1上からしらみつ

ぶしに見る。2戻って「リンク集と総合情

報」を見る。3このページをキープしたま

ま新しいウィンドウを開き、検索し直す。

1と2では結局しらみつぶしになって面倒

そうだ。すると3か……。

ちなみに、検索のプロセスでは、手がか

掲示板：ブラウザー上で投稿した話題に返信を付ける形でコミュニケーションができるようにしたページ。開設するにはサーバー上で動くプログラムが必要になる。自分で
CGIプログラムを設置するほかに、プロバイダーが提供するサービスや無料や有料のレンタル掲示板も利用できる。

りになりそうなリストのページは、そのつど

ブラウザーのページごとキープしておくほう

がよい。枝分かれする前の調べ物の「ステ

ム（幹）」をいくつも手元にためていきなが

ら進む。「ステム」を確保すると、検索サイ

トだけでなく、異なるリンク集同士を比較

するときに効く。複数のステム同士で、リ

ストアップされたリソース群が重なってくる

のだ。言わば情報の河が合流してくる。

特に「狭い専門分野」内の探すときに、

紹介されているリソース内容がある程度重

なるときは、的から外れていない。それは

往々にして近しい研究者同士の発信で、自

分はその範囲の中にいる。だが非常に早く

内容が重なるなら、その分野のオンライン

資料は概して未発達で、全体量も少ない。

それ以上よそへサーフせず、その中でまず基

盤になりそうな総合サイトを探す。

ここでいう総合サイトとは、1つの分野で

調査研究を行うために必要な各情報がまと

めて提供されているものを指す。たとえば用

語集や辞書。研究機関の一覧。研究者の

個人サイト集。主要文献一覧。邦訳書籍

の網羅的なリスト。さらに学会や催しの予

定表など。こうした項目がすべてある必要

はないが、判断する手がかりになる。

さて、3の方法をとった。つまり別の検

索を試す。まだキーワードを使っていないか

らだ。持ち駒であるキーワードを武器に検

索をかける。Yahoo!のキーワード検索で

「オートポイエーシス」を調べると、2件出

てくる。しかしこれはなんと生態学の分野

だ。「自然科学と技術:生態学、エコロジー:

生態系」のカテゴリーに「オートポイエーシ

ス論」がある。

あれれ。いったい社会学なのか自然科学

なのか。しかたがない、三度目の正直。「社

会システム論オートポイエーシス」と組み

合わせて入力。来た来た、ヒットは20件。

「システム論のアプローチ」、「システムダイ

ナミクス」……。紹介文をぱっと見ると、

かなり言葉の水準がまとまっている。つまり

互いに理論レベルが近いのだ。こういうとき

は、このリソース群からある程度「出どこ

ろ」を探れる。決心して上から紹介文を全

部読む。もちろん内容はよくわからない。わ

からないままとりあえず全部読む。あるテー

マを自分に「仕込む」のだから通常の調べ

物と違う。いきなり「これが答え」とせず

に情報全体を眺めるわけだ。サイト名の下

に添えられた紹介文（引用文）から、いく

つか内容を推測してみよう。

メモ：これも書評。文献の出版元まで書
いてある。有望。

メモ：関連する学説か？保留。 メモ：タイトルとURLを見ると別の検索
サイトLYCOSの社会学部門。サブリソー
スか。

メモ：専門家の個人サイトか。フォーラム
とあるからメーリングリストか掲示板あり。
有望。

メモ：「投稿・新着」は掲示版の特徴。
日付はそう古くないから有望。

メモ：紀要。タイトルだけかもしれないが
Eテキストの可能性。有望。

メモ：これは文献。書評らしい。有望。
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紹介文からサイトを推定する作業に慣れ

ると取捨選択もしやすくなる。前ページに

挙げたリソースは7本だが、推定に従って仮

分類すれば、A書評（書籍）2、B研究紀

要ないし講義録1、C掲示板あるいはメー

リングリスト2、D関連学説1＋社会学検

索ページ1となる。

ふーん。カズ君はうなずく。「自己組織系

のロジック」、「生物は絶えず自己を産出し

つづける…」、「自己創出」。さっき生態学

が出てきてあわてたけど、オートポイエーシ

スって自然科学と社会学の両方にまたがっ

ていそうだ。お、けっこう面白いかも……。

この手がかりABCDの各方向でリソー

スにあたろう。まずA の書評。今回は

「IC17/BOOKS_50/42」で『知恵の樹』

という、ずばりオートポイエーシスの中心的

な書物が丁寧に解説されている。ここだけ

で8冊の関連文献が紹介されていた。これ

は最優先に押さえる。そして書店検索サイ

トや図書館検索サイトで一気にこうした文

献の入手を試みる。図書館検索の

「NACSIS Webcat」は定番だが、新刊書

店の在庫で探すなら、たとえば「ジェイブ

ック」は解説が載っていて参考になる。ま

たTRCの「ブックポータル」も書名や著者

名などで検索できるサイトの1つだ。手がか

りとなったリソースで何度も名前の挙がった

人物名（たとえばルーマン）はメモしてお

き、これを著者名にして検索してみる。

TRCでニクラス・ルーマンだと27件の和書

がヒットする。現在入手できないものは古

書店の検索サイトで探し、見つかればウェ

ブ上で注文すればいい。「インターネット古

書店案内」が代表的だ。遅くともこの邦訳

文献を探す段階で「autopoiesis」など用

語のスペルは拾える。

次いで原書や英訳書が必要だ。老舗書店

「バーンズ＆ノーブル」のサイトは書名や著

リソース：インターネット上での情報源。ウェブページを指すことが多いが、それにとどまらず、画像や音声、電子メールやニュースグループのメッセージも情報源の1つ。

「NACSIS Webcat」
webcat.nacsis.ac.jp

「ジェイブック」
www.jbook.co.jp

「ブックポータル」
www.trc.co.jp/trc-japa/

「インターネット古書店案内」
kbic.ardour.co.jp/~newgenji/oldbook/

「バーンズ＆ノーブル」 Barnes and Noble
www.bn.com

「バーンズ＆ノーブル」で「autopoiesis」を検索した結
果。

A書評（書籍）
「IC17/BOOKS_50/42」

www.ntticc.or.jp/pub/ic_mag/ic017/books50/42.html 
「chienoki」

www.mag.keio.ac.jp/~txk/concon/bib/fwd/3.html

B研究紀要ないし講義録
「articles of AN10045090」

www.nacsis.ac.jp/sokuho/articles/AN10045090.html

C掲示板あるいはメーリングリスト
「メモ帳」

www.mng.toyo.ac.jp/~asahi/education/memo/miniShow.cgi 
「日曜社会学#フォーラム雑記集01」

www.geocities.co.jp/Hollywood/7122/f02.html

D関連学説、社会学検索ページ
「デイヴィドソンの因果説」

www.netlab.co.jp/~shugo/thesis/node4.html
「LYCOS: 社会・マスコミ- 社会学」

www.lycos.co.jp/dir/society_mass_media/sociology/

者名だけでなくキーワード検索ができる。た

とえばautopoiesisで探せば10冊の英書が

ヒットしてくる。入手したこれらの文献を猛

然と読み、併せて先ほどBに分類したオン

ライン文献にあたるという手順だ。

古書が検索できる「インターネット古書店案内」。
「ブックポータル」で「ルーマン」を検索した結果。
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ここまで来たら質問が山とたまっているは

ずだ。カズ君の疑問もけっこう濃くなってき

た。『知恵の樹』は生物学の本だった。生

物学のオートポイエーシスは、社会システム

論と具体的にどうかかわってきたのか。この

理論はそれとは別に成立しているのか。い

よいよ人にあたるときだ。前ページのCや

Dを手がかりに、このテーマで詳しい議論

ができそうな人達を探す。また、LYCOSの

「インターネットセンター」でメーリングリ

スト検索をしてもいい。軽く雰囲気を知る

なら掲示板もよいが、発言者の背景がわか

らない。本格的な質問や議論はやはりメー

リングリストが基本だ。

幸いCの2つの掲示板のうち「日曜社会

学」にはメーリングリスト「ルーマン・フォ

ーラム」が併設されている。だれでも参加

できるが、「日本語で読めるWEB上のルー

マン関連文献リスト」から「ルーマン・フ

ォーラムメンバー」を見ると、どうやらこの

テーマを深く研究している人達が多そうだ。

ここから、原語の関連リソースもたどれる。

たとえば「KOMATSU'S page」からはド

未知の分野に入るとき、文献探し1つを

とってもネットが優れたツールになるのは間

違いない。特にメーリングリストの機能は大

きい。あるテーマを知悉した人々や、自分

と近い疑問を持つ人々の集う場を探すこと

は前よりずっと楽になった。もちろんメーリ

ングリストは自動回答機ではない。基本的

に「対話を重ねていく」ための場だ。名前

も名乗らずコマンドを実行するような態度

でものを尋ねるのは論外としても、思わぬ返

事に答えるために自分でさらに勉強しなけ

ればならないことも多い。ネットのむこうに

いるのは機械ではない、人間だ。必ずしも

メーリングリスト：電子メールを使い、あるテーマについて複数のユーザーの間で情報を交換すること。多くの場合、複数ユーザーを1つのグループとしてメールサーバーに
登録し、情報を同時に配信する仕組みをとっている。

二木麻里（ふたきまり）
上智大学外国語学部卒。翻訳家。社会・人文科学系の国内外
資料を案内した総合サイトARIADNEを運営。自著に『思考の
ためのインターネット』（筑摩書房ちくま新書）など。

メーリングリストを検索できるLYCOSの「インターネッ
トセンター」

「LYCOS インターネットセンター」
www.lycos.co.jp/internet/

「日曜社会学」
www.at-m.or.jp/~gallus/sa/misc/
luhmann/

「KOMATSU'S page」
www.sal.tohoku.ac.jp/~takeaki/

「Soziale Systeme」
www.uni-bielefeld.de/sozsys/

「Luhmann Mailingliste Archiv」
sti1.uni-duisburg.de/Luhmann/

イツ語のEジャーナル「社会システム」など

へのリンクがある。ドイツ語のメーリングリ

スト「ルーマン・メーリングリスト」まであ

るのか……。やっぱり日本語のにしよう。

覚悟を決めてメーリングリストに入った

ら、まず過去の投稿を取り寄せて読む。そ

して現在の議論の流れを知る。雰囲気がつ

かめたら自己紹介をし、これまで自分がど

んな背景でどんな資料を読んだか、課題は

何かといった状況の説明を具体的に添えた

うえで、知りたいことを人々に尋ねてみると

いいだろう。相手も答えやすい。

「できました！」こうしてぴかぴかのリポ

ートを仕上げたカズ君。文献もどっさり、

概説もばっちり。研究者のバイオグラフィ

ーまで付いてもう完璧、しかし……「あ、

おつかれさんやったけど」と憂鬱そうな上司

の顔は何？「キャンセルや、お偉いさんの

来日。うちはよそと合併やって。リストラ

もあるかわからへん」「そ、そんな」「そのリ

ポートえらいぶ厚いなあ。たかが接待用やな

いか。ほかの仕事しとったんか？」……。

あやうし、サラリーマン生活。

「ルーマン・メーリングリスト」の過去ログを集めた
ページ

「A」と言えば「B」のように単純な答えの

出ない世界。だからこそよい。ネットを通

して「人」を乞う意味もあるではないか。

1 導入 検索サイトで分野別リストを調べる
2 比較 複数の手がかりを比較検討　
3 確定 サイト紹介文から資料の種類を推定
4 分類 種類別に手がかりを整理
5 文献 必要な書籍・文献を入手して読み込む
6 対話 メーリングリストで質問・対話
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